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1 傅ﾉ$ﾘ踊�ｸ冓$ｨ羊�東基線(栄町駅より北伸) �>ﾉ�Hﾘ)�ﾉ;刋伊ｩ�ﾒ�cAsEⅡJとCASEⅡ-1 
駅間距離..7.7血 �I+xｹ�X�"��ｶﾒ�ⅠC3つ新設延長距離:32.1kn 
2 儼9^H羊ﾙI)�阯r�東基線(福住駅より南伸) ��ｹI�,坪訷惹�9:�･T5Fti�ﾒ�cASEⅡ-5とCASEⅢ-I 
駅間距離:3.6l皿 �I+xﾟ#｣"纔ﾈﾂ�石狩市緑苑台まで延伸延長距離:12.9血 
3 估ｸ��羊ﾙJｨﾊﾈ羊�東西線(新さっぽろ駅より東伸) 偃�苳2ﾘ腦g��ﾈuD9n(�ｵT5I�i�ﾒ�cASEⅡ全て同時に延伸 
駅間距推:2.2km �I+xｹyz3�繹ﾈﾂ�石狩市緑苑台まで延伸延長柵:9.2kn 
4 ��i�ﾈ羊ﾙ�hｽX騙羊�東西線(琴似駅より酉伸) 倅Ig�=��2ﾙ�i�ﾄ�9:�･T7)�i�ﾒ�- 
駅間距推:1.9kn �I+xｹyz3｣�紮ｶﾒ�石狩市緑苑台まで延伸延長距継:8.6kn 
5 辻�南北線(麻生駅より北伸) 倅Ig筈5H*�.yV9^H遥WHｽ�-ﾈ,X露�ﾂ�- 
延長匡巨稚;1.7kn �F6ﾈ,)�ﾙ'X露+xｪ9'�｣2綏ｶ��
































































































































業務全体では､ cASEⅢ-1で､ 38,375m2の増加で､ CASEⅢ-2,3,4で最大11,676m2､最
小で11,471m2の増加である｡近隣商業については､中心商業業務と同じような傾向で



































































































































































そこで本研究では､ GIS (Geographic lnlormatiom System)の空間解析機能を活用し､このような空間分析単
位の可変性に対応した詳細土地利用マイクロシミュレーションシステムを構築する｡具体的には､ GISソフトウ
























































vLgo -a. ･VAB ･Area^B +a2 ･X霊+a, ･X芸+a.Xige

































vaR. - (∑βk ･X.･)×HkR
[次期において前期の建物を建て替える場合(kR ≠ k )]






































Active‡はActive‡をサポートしている開発言語伽icrosolt VCH､ Delphi､ CHBuilder等)であれば基本的に
利用可能である｡地図の表示部分以外は自由にカスタマイズできるが､必要な全てのインターフェースを作る
必要がある｡
3) ASC仏ctive Server Component)
インターネット/イントラネットのWebサーバーにSISの機能を組み込む手法｡ Microsoft IIS(Internet































































































































































































































































































(1)入力した建て替えファイルから必要な属性値を配列[iail(Ll to 4)]に格納する｡ [fail(I,1)]はID･
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